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『
兎
園
策
府
』
の
成
立
、
性
格
及
び
そ
の
日
本
伝
来

葛　
　

継
勇

は
じ
め
に

　
『
兎
園
策
府
』
と
は
、
美
辞
麗
句
を
並
べ
立
て
、
社
会
名
物
・
人
文
儀
礼
及
び
政
事
論
議
な
ど
を
中
心
に
、
問
（
質
問
）
と
対
（
解
答
）
か
ら

な
る
駢
儷
体
の
本
文
と
、
経
史
の
典
拠
を
示
し
た
注
釈
か
ら
な
り
立
っ
て
い
る
唐
時
代
の
書
物
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
編
纂
さ
れ
た
後
間
も
な
く

日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
南
宋
以
降
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
、
現
在
で
は
中
国
に
も
日
本
に
も
佚
亡
し
て
そ
の
姿
が
残
っ
て
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
二
十
世
紀
初
頭
に
、『
兎
園
策
府
』
の
古
写
本
が
敦
煌
で
発
見
さ
れ
、
不
完
全
な
が
ら
、
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
兎
園
策
府
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
撰
述
者
、
成
立
時
代
及
び
巻
数
を
め
ぐ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
論
争
さ
れ
て
き
た
が（

（
（

、「
徐
州
刺
史
杜
嗣
先

墓
誌
」（
以
下
「
杜
嗣
先
墓
誌
」
と
略
す
）
に
言
及
し
た
論
著
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
最
近
、
葉
国
良
氏
と
王
璐
氏
は
「
杜
嗣
先
墓
誌
」
を
詳
細
に

研
究
し
た
上
で
、『
兎
園
策
府
』
の
成
立
年
代
を
論
じ
た
が
、
考
察
が
十
分
な
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、『
兎
園
策
府
』
の
日
本
伝
来

お
よ
び
そ
の
受
容
状
況
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た（

（
（

。

　

以
下
、
筆
者
は
「
杜
嗣
先
墓
誌
」
を
中
心
に
し
て
、
敦
煌
文
書
及
び
関
連
の
文
献
資
料
を
照
合
し
な
が
ら
、『
兎
園
策
府
』
の
成
立
年
代
及
び

そ
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
検
討
し
、
唐
宋
時
代
の
中
日
両
国
に
お
け
る
『
兎
園
策
府
』
の
使
用
状
況
を
究
明
し
た
い
と
思
う
。
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一
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
の
関
連
記
事

　

葉
国
良
氏
の
論
文
「
唐
代
墓
誌
考
釈
八
則
」
に
よ
る
と
、
葉
氏
は
一
九
九
二
年
に
「
寒
舍
」
と
い
う
台
北
の
骨
董
屋
で
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
の

実
物
を
見
た
際
、
以
下
の
銘
文
を
抄
写
し
た
と
い
う（

（
（

。

1　

公
諱
嗣
先
、
京
兆
人
也
。
高
祖
魏
龍
驤
將
軍
・
豫
州
刺
史
惠
公
、
諱
遇
、
字
慶
期
、
晉
鎮

2　

南
大
將
軍
當
陽
侯
預
之
六
代
孫
。
預
生
新
平
太
守
躋
。
躋
生
南
陽
太
守
胄
。
胄
生

3　

燕
都
太
守
嶷
。
嶷
生
中
書
侍
郎
・
新
豐
侯
銓
。
銓
生
中
書
博
士
振
。
振
生
遇
、
有
賜
田

4　

于
洛
邑
、
子
孫
因
家
于
河
南
之
偃
師
焉
、
凡
四
代
矣
。
曾
祖
周
新
城
太
守
琳
、
祖
隨

5　

朝
散
大
夫
、
行
昌
安
縣
令
歆
、
考　
　

皇
朝
滑
州
長
史
業
。
公
少
好
経
史
兼
屬
文

6　

筆
。
心
無
僞
飾
、
口
不
二
言
。
由
是
郷
閭
重
之
、
知
友
親
之
。
年
十
八
、
本
州
察
孝
廉
。
明

7　

慶
三
年
、
釈
褐
蒋
王
府
典
籖
。
麟
徳
元
年
、
河
南
道
大
使
、
左
相
竇
公
旌
節
星
移
、
州

8　

郡
風
靡
、
出
轘
轅
之
路
、
入
許
穎
之
郊
、
官
僚
之
中
、
特
加
禮
接
。
時
即
表
薦
、
馳
驛
就

9　

徴
。
遂
於
合
璧
宮
引
見
、　　

制
試
乾
元
殿
頌
、
即
降　
　

恩
旨
、
授
昭
文
館
直
學

10　

士
。
借
馬
荊
人
、
仍
令
於
洛
城
門
待　
　

制
。
尋
授
太
子
左
率
府
倉
曹
參
軍
。
又
除

11　

國
子
監
主
薄
。 

□？
入
芳
林
門
內
、
與
學
士
高
若
思
・
孟
利
貞
・
劉
褘
之
・
郭
正
一
等
供

12　

奉
。
咸
亨
元
年
、　　

鑾
輿
順
動
、
避
暑
幽
岐
、
沛
王
以　
　

天
人
之
姿
、
留
守
監
國
、

13　

遂
降　
　

敕
日
、
駕
幸
九
成
宮
。  

□？
令
學
士
劉
褘
之
・
杜
嗣
先
於
沛
王
賢
處
參
侍
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14　

言
論
。
尋
授
雍
王
記
室
參
軍
、
與
侍
讀
劉
訥
言
・
功
曹
韋
承
慶
等
參
注
後
漢
。
上
元

15　

二
年
、
藩
邸
升
儲
、
元
良
貞
國
、
又
遷
太
子
文
學
、
兼
攝
太
子
舍
人
。
永
崇
元
年
、
以
宮

16　

僚
故
事
、
出
為
鄆
州
鉅
野
縣
令
。
又
除
幽
州
薊
縣
令
。
還
私
後
、
除
汝
州
司
馬
。
又
除

17　

蘇
州
吳
縣
令
、
尋
加
朝
散
大
夫
・
簡
州
長
史
。
入
計
、
又
除
太
子
洗
馬
・
昭
文
館
學
士
。

18　

又
遷
給
事
中
・
禮
部
侍
郎
。
以
前
數
官
、
咸
帶
學
士
。
其
所
撰
『
兔
園
策
府
』
及
雜
文
筆

19　

合
廿
巻
、
見
行
於
時
。
每
至
朝
儀
有
事
、
禮
申
大
祀
、
或
郊
丘
展
報
、
或　
　

陵
廟
肅
誠
、

20　

上
帝
宗
於
明
堂
、
法
駕
移
於
京
邑
。
元
正
獻
壽
、
南
至
履
長
。
朝
日
迎
於
青
郊
、
神
州

21　

奠
於
黑
座
。
公
凡
一
攝
太
尉
、
三
攝
司
寇
、
重
主
司
空
、
再
入
門
下
。
或
獻
替
於
常
侍
、

22　

或
警
衛
於
參
軍
、
典
禮
経
於
太
常
、
修
圖
書
於
大
象
矣
。
又
屬　
　

皇
明
遠
被
、
日

23　

本
来
庭
、
有　
　

敕
令
公
與
李
懷
遠
・
豆
盧
欽
望
・
祝
欽
明
等
賓
於
蕃
使
、
共
其
語

24　

話
。
至
神
龍
元
年
、
又
除
徐
州
刺
史
、
預
陪
祔　
　

廟
、
恩
及
追
尊
、
贈
公
皇
考
滑
州

25　

長
史
。
公
於
是
從
心
自
逸
、
式
就
懸
車
、
立
身
揚
名
、
其
徳
備
矣
。
蔵
舟
變
壑
、
歸
居
奄

26　

及
、
粤
以
先
天
元
年
九
月
六
日
、
薨
于
列
祖
舊
墟
偃
師
之
別
第
。
春
秋
七
十
有
九
。

27　

以
二
年
二
月
二
日
、
與
夫
人
鄭
氏
祔
葬
於
洛
都
故
城
東
北
首
陽
原
當
陽
侯
塋

28　

下
。
禮
也
。
孤
子
貝
州
司
兵
維
驥
失
其
孝
養
、
痛
貫
骨
髓
、
伏
念
遺
訓
、
實
録
誌
云
。

　

当
該
墓
誌
の
銘
文
は
二
十
八
行
で
、
毎
行
二
十
八
字
で
あ
り
、
撰
者
は
杜
嗣
先
の
子
杜
維
驥
で
あ
る
。
十
五
行
目
の
「
永
崇
元
年
」
は
永
隆
元

年
（
六
八
〇
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
天
元
年
（
七
一
二
）
八
月
、
す
な
わ
ち
杜
嗣
先
が
亡
く
な
る
前
に
、
玄
宗
皇
帝
（
李
隆
基
）
は
即
位
し
た

こ
と
か
ら
、
墓
誌
を
制
作
す
る
時
に
、
玄
宗
皇
帝
の
諱
を
避
け
る
た
め
に
、「
永
隆
元
年
」
の
「
隆
」
の
字
を
「
崇
」
に
変
え
た
と
考
え
ら
れ
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る
。
ま
た
、「
明
慶
三
年
」
は
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
顕
」
を
「
明
」
に
変
え
る
の
は
、
中
宗
皇
帝
（
李
顕
）
の
諱
を
避
け
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
皇
」、「
制
」、「
恩
」
や
「
敕
」
な
ど
の
字
の
前
に
、
避
諱
の
た
め
、
一
文
字
ま
た
は
二
文
字
の
空
白
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
十
八
行
目
の
第
二
十
字
か
ら
第
二
十
八
字
ま
で
の
「
其
所
撰
兎
園
策
府
及
雑
文
筆
」、
ま
た
第
十
九
行
目
の
第
一
字
か
ら
七
字
ま
で

の
「
合
廿
巻
見
行
于
時
」
な
ど
の
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
杜
嗣
先
の
著
述
に
『
兎
園
策
府
』
及
び
雑
文
筆
が
二
十
巻
あ
り
、

ま
た
「
時
に
見
行
」
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

近
年
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
は
入
唐
日
本
人
井
真
成
の
墓
誌
の
発
見
に
伴
い
、
再
提
起
さ
れ
た
「
日
本
」
国
号
の
成
立
問
題
と
関
わ
っ
て
、
非
常

に
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
当
該
墓
誌
銘
の
第
二
十
二
行
目
第
十
九
字
か
ら
第
二
十
四
行
目
第
一
字
ま
で
に
「
又
属
皇
明
遠
被
、
日
本
来
庭
。
有
敕

令
公
与
李
懐
遠
・
豆
蘆
欽
望
・
祝
欽
明
等
賓
于
蕃
使
、
共
其
語
話
（
又
属
た
ま
た
ま、
皇
明
遠
く
被お
よ

び
、
日
本
来
庭
す
。
敕
有
り
て
公
と
李
懐
遠
・
豆
蘆

欽
望
・
祝
欽
明
等
と
を
し
て
蕃
使
を
賓
し
、
其
と
共
に
語
話
せ
し
む
）」
と
い
う
銘
文
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
杜
嗣
先
が
「
日
本
来
庭
」
と

い
う
出
来
事
に
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
に
記
さ
れ
る
「
日
本
来
庭
」
す
な
わ
ち
遣
唐

使
の
朝
貢
は
、
中
日
両
国
の
史
料
と
一
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

　

ま
た
、
当
該
墓
誌
に
よ
る
と
、
杜
嗣
先
は
著
名
な
文
人
で
あ
る
杜
預
の
末
裔
で
、
高
宗
皇
帝
か
ら
則
天
武
后
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ

る
。
墓
誌
に
記
さ
れ
る
杜
嗣
先
一
族
の
家
系
は
、
杜
預
―
躋
―
胄
―
嶷
―
銓
―
振
―
遇
―
琳
―
歆
―
業
―
嗣
先
―
維
驥
で
あ
り
、
史
料
と
ほ
ぼ
符

合
し
て
い
る（

（
（

。
当
時
の
風
雅
の
士
で
あ
っ
た
杜
嗣
先
は
、
他
人
の
墓
誌
を
撰
し
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
朝
議
郎
行
刑
州
鉅
鹿
県
丞
王
義
の
墓

誌
に
は
「
朝
散
大
夫
蘇
州
呉
県
令
杜
嗣
先
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
杜
嗣
先
墓
誌
」
に
よ
る
と
、
杜
嗣
先
は
永
崇
（
隆
）
元
年
か
ら
神
龍
元
年

（
七
〇
五
）
ま
で
蘇
州
呉
県
令
を
務
め
、
ま
た
「
王
義
墓
誌
」
の
制
作
時
期
は
長
寿
二
年
（
六
九
三
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
石
刻
資

料
が
一
致
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
十
四
行
目
の
第
十
七
字
か
ら
第
二
十
一
字
ま
で
に
「
功
曹
韋
承
慶
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。「
韋
承
慶
墓
誌
」
に
は

「
廿
四
、
随
牒
授
雍
王
府
参
軍
、
累
遷
王
府
功
曹
参
軍
（
廿
四
に
し
て
、
牒
に
随
ひ
て
雍
王
府
参
軍
を
授
け
ら
れ
、
王
府
功
曹
参
軍
に
累
遷
す
）」
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と
あ
り
、
神
龍
二
年
に
六
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
韋
承
慶
は
龍
朔
三
年
（
六
六
三
）
以
降
、「
王
府
功
曹
参
軍
」
を
任
じ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ

て
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
は
「
韋
承
慶
墓
誌
」
の
記
事
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。

　

つ
ま
り
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
の
記
事
は
、
文
献
史
料
と
石
刻
資
料
と
互
い
に
左
証
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
杜
嗣
先
墓
誌
」
の
写
真
や
拓

本
が
な
く
、
実
物
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
の
信
頼
性
は
高
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。（
表
1
、
墓
誌
に
登
場
す
る
唐
官
僚
の
官

職
）

表
1
、
墓
誌
に
登
場
す
る
唐
官
僚
の
官
職

（
こ
の
表
は
伊
藤
宏
明
「
徐
州
刺
史
杜
嗣
先
墓
誌
雑
感
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
を
参
考
に
作
成
）

行　

目

人　

名

年　

月

履　

歴

典　

拠

7
行
目

竇
公 

（
竇
徳
玄
）

麟
徳
元
年
（
六
六
四
）

河
南
道
大
使
、
左
相

杜
嗣
先
墓
誌

龍
朔
元
年
（
六
六
一
）

持
節
大
使

『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀

麟
徳
元
年
（
六
六
四
）

左
相

11
行
目

高
若
思

麟
徳
元
年
以
降

学
士

杜
嗣
先
墓
誌

龍
朔
二
年
（
六
六
二
）

弘
文
館
学
士

『
旧
唐
書
』
方
伎
伝

11
行
目

孟
利
貞

麟
徳
元
年
以
降

学
士

杜
嗣
先
墓
誌

龍
朔
二
年
（
六
六
二
）

弘
文
館
学
士

『
旧
唐
書
』
文
苑
伝
上

11
行
目 

13
行
目

劉
禕
之

麟
徳
元
年
以
降

学
士

杜
嗣
先
墓
誌

弘
文
館
学
士

『
旧
唐
書
』
劉
禕
之
伝

11
行
目

郭
正
一

麟
徳
元
年
以
降

学
士

杜
嗣
先
墓
誌

弘
文
館
学
士

『
旧
唐
書
』
文
苑
伝
中

14
行
目

劉
訥
言

咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）

侍
読

杜
嗣
先
墓
誌

儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）

太
子
洗
馬
を
任
じ
ら
れ
た
時
、
侍
読
を
兼
任

『
旧
唐
書
』
儒
学
伝
上
、
李
賢
伝
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行　

目

人　

名

年　

月

履　

歴

典　

拠

14
行
目

韋
承
慶

咸
亨
元
年

功
曹

杜
嗣
先
墓
誌

王
府
功
曹
参
軍

韋
承
慶
墓
誌

二
、『
兎
園
策
府
』
の
成
立
年
代

　

南
宋
以
降
に
散
逸
し
た
『
兎
園
策
府
』
が
再
び
注
目
を
浴
び
る
の
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
敦
煌
文
書
か
ら
残
簡
が
発
見
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。『
兎
園
策
府
』
の
欠
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ス
タ
イ
ン(M

arc A
urel Stein

）
収
集
のs614

、s1086

、s1722

三
巻
、
と
フ
ラ
ン
ス
人
の

ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
（Paul Pelliot
）
収
集
のp2573

一
巻
な
ど
の
四
巻
が
あ
る
。

　

な
か
で
も
、p2573

写
本
とs1722

写
本
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、「
兎
園
策
府
巻
第
一
并
序
、
杜
嗣
先
奉
教
撰
。
一
戎
先
雲
雷
之
気
」
か
ら
「
鶏

犬
聞
于
郊
境
。
謹
対
」
ま
で
の
内
容
と
な
る
こ
と
か
ら
、
完
全
無
欠
な
『
兎
園
策
府
』
巻
一
（
書
名
、
目
次
、
作
者
、
序
文
も
含
む
）
の
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。s1722

写
本
の
末
尾
に
「
兎
園
策
府
巻
第
二
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
第
二
巻
の
最
初
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
内
容
が

「
周
南
関
雎
詁
訓
伝
巻
第
一
、
毛
詩
国
風
」
か
ら
「
周
南
之
国
有
一
篇
、
凡
三
千
九
百
六
十
三
字
」
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、s1722

写
本
に
は

『
兎
園
策
府
』
の
第
二
巻
の
内
容
が
写
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。s614

写
本
は
「
精
則
桂
林
之
响
発
」
か
ら
「
鶏
犬
聞
于
郊
境
。
兔
園
策

第
一
」
ま
で
、
す
な
わ
ち
『
兎
園
策
府
』
序
文
の
第
四
句
か
ら
第
一
巻
の
終
わ
り
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、s1086

写
本
に
は
「
推
尋
而
罕
就
」
か
ら
始
ま
り
、「
聖
上
以
飛
天
御
歴
、
括
地
開
家
」
に
終
わ
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
第
一
巻
第
二
篇

「
正
歴
数
」
の
第
三
句
の
末
か
ら
第
四
篇
「
征
東
夷
」
の
三
分
の
二
の
と
こ
ろ
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
周
丕
顕
氏
は
、
著
者
自
身
の
双
行
小
字

の
注
釈
がs1086

写
本
の
最
も
顕
著
な
特
徴
で
あ
り
、
多
少
『
兎
園
策
府
』
の
創
作
主
旨
が
反
映
で
き
る
か
ら
、
現
在
で
は
そ
の
内
容
を
理
解
す

る
に
当
た
り
、s1086

の
価
値
が
最
も
高
い
、
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
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s614

写
本
の
巻
末
の
「
兎
園
策
第
一
」
の
後
に
、「
巳
年
四
月
六
日
、
学
生
索
広
翼
写 

写
了
。
高
門
出
貴
子
、
好
木
不
良
才
。
易
見
不
学
問
」

の
二
十
九
字
が
あ
る
。
こ
の
二
十
九
字
の
筆
跡
は
稚
拙
で
、
明
ら
か
に
正
文
と
違
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
抄
写
者
は
「
学
生
索
広
翼
」
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。「
巳
年
」
が
何
年
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
九
世
紀
前
半
期
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

ま
た
、s614
写
本
の
裏
面
に
は
「
都
蘆
八
巻
大
士
直
（
欠
字
不
明
）、
索
翼
通
」
な
ど
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
索
広
翼
と
索
翼
通
は
同
族

で
あ
ろ
う
。p3369
写
本
に
は
「
孝
経
一
巻
、（
中
略
）
咸
通
十
五
年
五
月
八
日
、
沙
州
学
郎
索
什
徳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
沙
州
す
な
わ
ち
敦
煌

の
学
郎
索
什
徳
と
い
う
人
が
見
ら
れ
る（

（（
（

。
学
生
索
広
翼
の
生
活
時
代
が
、
学
郎
索
什
徳
・
索
翼
通
と
同
じ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、s614

写
本
の
成

立
時
期
は
九
世
紀
後
半
期
と
な
る
。

　

そ
し
て
、s1722

写
本
の
末
に
は
「
毛
詩
周
南
関
雎
詁
訓
伝
第
一
」
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
式
の
抄
写
本
で
は
な
い
と
言
え
よ

う
。
ま
た
、p2573

写
本
の
裏
面
に
は
「
四
月
三
日
、
内
親
使
、
都
頭
、
銀
青
光
禄
大
夫
、
検
校
国
子
祭
酒
、
御
史
中
丞
高
延
徳
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。『
新
唐
書
』
巻
五
十
「
兵
志
」
に
よ
る
と
、「
都
頭
」
は
軍
職
で
、
唐
の
末
期
の
「
都
将
」
の
別
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、p2573

写
本

の
抄
写
時
期
は
唐
の
末
期
で
あ
り
、「
猶
ほ
貞
観
年
間
の
写
本
の
ご
と
く
」
と
い
う
王
国
維
氏
の
指
摘
（
（（
（

は
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

屈
直
敏
氏
は
文
字
の
諱
避
や
先
行
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、『
兎
園
策
府
』
が
「
高
宗
李
治
の
立
太
子
の
前
」
す
な
わ
ち
貞
観
十
七
年
（
六
四

三
）
四
月
以
前
に
成
立
し
た
と
結
論
を
下
し
た（

（（
（

。
し
か
し
、
先
天
元
年
（
七
一
二
）
九
月
に
七
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
杜
嗣
先
は
、
貞
観
十
七
年

に
は
僅
か
十
歳
で
あ
り
、『
兎
園
策
府
』
を
撰
す
る
可
能
性
が
あ
ま
り
に
も
低
い
。
写
本
の
成
立
年
代
が
は
っ
き
り
判
明
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、

欠
筆
や
避
字
に
よ
っ
て
『
兎
園
策
府
』
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
方
法
は
、
決
し
て
厳
密
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、『
兎
園
策
府
』
の
成
立
年
代
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
兎
園
と
は
梁
園
・
修
竹
園
と
も
い
い
、
漢
の
梁
孝
王
（
紀
元
前
一
八
四
～
前

一
四
四
）
が
梁
州
（
現
在
河
南
省
商
丘
市
の
東
）
に
築
い
た
庭
園
で
あ
る
。
当
時
の
名
士
司
馬
相
如
、
枚
乗
等
は
か
つ
て
兎
園
の
常
客
で
あ
り
、

枚
乗
と
梁
の
江
淹
は
そ
れ
ぞ
れ
『
梁
王
兎
園
賦
』
を
詠
ん
だ
と
い
う（

（（
（

。『
唐
代
墓
誌
彙
編
続
集
』
永
昌
〇
〇
三
所
収
の
「
韋
綝
墓
誌
」（
永
昌
元
年

（
六
八
九
）
制
作
）
に
は
「
奉
筆
梁
園
、
声
高
枚
馬
（
筆
を
梁
園
に
奉
り
、
声
は
枚
馬
よ
り
高
し
）」
と
あ
る
。
な
か
の
「
枚
馬
」
と
は
、
司
馬
相
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如
・
枚
乗
の
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

　

兎
園
（
梁
園
）
は
梁
州
刺
史
に
な
っ
た
蒋
王
の
李
惲
（
太
宗
の
子
）
の
園
林
に
な
っ
た
。『
新
唐
書
』
巻
八
十
太
宗
諸
子
伝
の
李
惲
条
に
は
、

蒋
王
惲
、
始
王
郯
。
又
徙
王
蒋
、
拜
安
州
都
督
、
賜
実
封
千
戸
。
永
徽
三
年
徙
梁
州
。（
中
略
）
上
元
中
、
遷
箕
州
刺
史
。

（
蒋
王
惲
、
始
め
て
郯
に
王
た
り
。
又
た
徙
り
て
蒋
に
王
た
り
、
安
州
都
督
を
拜
し
て
、
実
封
千
户
を
賜
ふ
。
永
徽
三
年
に
梁
州
に
徙
る
。

（
中
略
）
上
元
中
、
箕
州
刺
史
に
遷
る
。）

と
あ
り
、
李
惲
が
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
に
梁
州
に
遷
し
、
上
元
中
に
箕
州
刺
史
に
転
任
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ら
ば
、
李
惲
が
梁
州
に

居
た
の
は
、
永
徽
三
年
か
ら
上
元
年
間
（
六
七
四
～
六
七
五
）
ま
で
と
な
る
。
ま
た
、
郁
賢
皓
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
李
惲
が
遂
州
刺
史
を
務
め

た
の
は
乾
封
年
間
（
六
六
六
～
六
六
七
）
で
あ
る（

（（
（

。

　

宋
の
王
応
麟
撰
『
困
学
紀
聞
』
巻
十
四
に
は
、「『
兔
園
冊
府
』
三
十
巻
、
唐
蒋
王
惲
令
僚
佐
杜
嗣
先
倣
応
科
目
策
、
自
設
問
対
、
引
経
史
為
訓

注
（『
兔
園
冊
府
』
三
十
巻
、
唐
の
蒋
王
惲
は
僚
佐
の
杜
嗣
先
を
し
て
科
目
に
応
じ
る
策
に
倣
い
、
自
ら
問
対
を
設
け
、
経
史
を
引
き
て
訓
注
を

為
さ
し
む
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
の
蒋
王
惲
は
僚
佐
の
杜
嗣
先
に
『
兔
園
冊
府
』
を
編
纂
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
蒋
王
の
李
惲
が
永
徽
三
年
か
ら

乾
封
年
間
に
か
け
て
梁
州
都
督
を
在
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
杜
嗣
先
が
『
兎
園
策
府
』
を
撰
す
る
時
期
は
永
徽
三
年
か
ら
乾
封
年
間
ま
で
と
な

ろ
う
。
葉
国
良
氏
や
伊
藤
宏
明
氏
は
、『
兎
園
策
府
』
が
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
か
ら
麟
徳
元
年
（
六
六
四
）
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
指
摘
し

て
い
る（

（（
（

。
た
だ
し
、
こ
の
指
摘
は
正
確
な
結
論
だ
と
は
言
い
難
い
。

　

王
璐
氏
は
、『
兎
園
策
府
』
が
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
か
ら
麟
徳
元
年
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。『
兎
園
策
府
』
の
序
文
に
は

「
忽
垂
恩
教
、
令
修
新
策
。
今
乃
勒
為
十
巻
、
名
曰
『
兎
園
策
府
』（
忽
ち
に
恩
教
を
垂
れ
た
ま
ひ
、
新
策
を
修
せ
し
む
。
今
乃
ち
勒
し
て
十
巻
と

為
し
、
名
づ
け
て
『
兎
園
策
府
』
と
曰
ふ
）」
と
あ
り
、
こ
の
「
新
策
」
す
な
わ
ち
『
兎
園
策
府
』
よ
り
も
早
く
「
旧
策
」
が
存
在
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。『
新
唐
書
』
巻
五
九
芸
文
志
に
「
張
太
素
『
策
府
』
五
百
八
十
二
巻
」
と
あ
り
、『
旧
唐
書
』
巻
六
八
張
公
謹
伝
に
「（
次
子
）
大
素
、

龍
朔
中
、
歴
位
東
臺
舎
人
、
兼
修
国
史
。
卒
於
懐
州
長
史
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
旧
策
」
と
は
、
張
大
素
が
龍
朔
年
間
（
六
六
一
～
六
六
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三
）
に
東
臺
舎
人
在
任
中
に
編
集
し
た
『
策
府
』
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
王
璐
氏
の
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、『
兎

園
策
府
』
成
立
年
代
の
上
限
は
龍
朔
元
年
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
下
限
は
麟
徳
元
年
ま
で
と
は
な
ら
な
い
。「
杜
嗣
先
墓
誌
」
に
は
、
関
連
の
銘
文
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
（
顕
）
慶
三
年
、
釈
褐
蒋
王
府
典
籖
。
麟
徳
元
年
、
河
南
道
大
使
・
左
相
竇
公
旌
節
星
移
、
州
郡
風
靡
。
出
轘
轅
之
路
、
入
許
穎
之
郊
。

官
僚
之
中
、
特
加
礼
接
。
時
即
表
薦
、
馳
驛
就
征
。
遂
于
合
璧
宮
引
見
、
制
試
「
乾
元
殿
頌
」。
即
降
恩
旨
、
授
昭
文
館
直
学
士
。
借
馬
荊

人
、
仍
令
于
洛
城
門
待
制
。
尋
授
太
子
左
率
府
倉
曹
参
軍
。
又
除
国
子
監
主
薄
。（
中
略
）
咸
亨
元
年
、
鑾
輿
順
動
、
避
暑
幽
岐
。
沛
王
以

天
人
之
姿
、
留
守
監
国
。（
中
略
）
永
崇
（
隆
）
元
年
、
以
宮
僚
故
事
、
出
為
鄆
州
鉅
野
県
令
。

（
顕
慶
三
年
、
蒋
王
府
典
籖
に
釈
褐
す
。
麟
徳
元
年
、
河
南
道
大
使
・
左
相
竇
公
は
旌
節
星
移
り
、
州
郡
風
靡
す
。
轘
轅
の
路
に
出
て
、
許

穎
の
郊
に
入
る
。
官
僚
の
中
、
特
に
礼
接
を
加
え
ら
る
。
時
に
即
ち
表
薦
さ
れ
、
駅
を
馳
せ
て
征
に
就
く
。
遂
に
合
璧
宮
に
お
い
て
引
見

し
、
制
し
て
「
乾
元
殿
頌
」
を
試
さ
る
。
即
ち
恩
旨
を
降
し
、
昭
文
館
直
学
士
を
授
く
。
馬
を
荊
人
に
借
り
、
仍
り
て
洛
城
の
門
に
お
い
て

待
制
せ
し
む
。
尋
い
で
太
子
左
率
府
倉
曹
参
軍
を
授
け
ら
る
。
又
国
子
監
主
薄
を
除
せ
ら
る
。（
中
略
）
咸
亨
元
年
、
鑾
輿
順
動
し
、
幽
岐

に
避
暑
す
。
沛
王
は
天
人
の
姿
を
以
て
、
留
守
・
監
国
す
。
永
隆
元
年
、
宮
僚
の
故
事
を
以
て
、
出
て
鄆
州
鉅
野
県
令
と
為
す
。）

こ
れ
に
よ
る
と
、
杜
嗣
先
は
麟
徳
元
年
に
河
南
道
大
使
・
左
相
竇
徳
玄
に
推
薦
さ
れ
、
そ
の
後
、
東
都
の
合
璧
宮
で
「
乾
元
殿
頌
」
を
詠
ん
だ
と

さ
れ
る
。『
旧
唐
書
』
巻
四
高
宗
本
紀
上
に
は
「（
麟
徳
二
年
三
月
）
辛
未
、
東
都
造
乾
元
殿
成
」
と
あ
り
、
乾
元
殿
は
麟
徳
二
年
三
月
に
建
立
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
册
府
元
亀
』
巻
二
六
〇
儲
宮
部
・
礼
士
条
に
「
乾
封
初
、
詣
闕
、
上
表
「
游
東
岳
頌
」。
時
東
都
初
造
乾
元
殿
、

（
王
）
勃
又
上
「
乾
元
殿
頌
」
と
あ
る
よ
う
に
、
王
勃
が
「
乾
元
殿
頌
」
を
詠
ん
だ
の
は
乾
封
初
年
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
一

高
宗
乾
封
元
年
条
に
「（
二
月
）
丁
丑
至
東
都
、
留
六
日
。
甲
申
、
幸
合
璧
宮
。
夏
四
月
甲
辰
、
至
京
師
謁
太
廟
」
と
あ
り
、
高
宗
が
泰
山
封
禅

か
ら
東
都
に
帰
り
、
合
璧
宮
に
尋
ね
た
の
は
乾
封
元
年
（
六
六
六
）
二
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
杜
嗣
先
は
王
勃
と
同
じ
く

乾
封
元
年
二
月
に
「
乾
元
殿
頌
」
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
か
ら
乾
封
元
年
に
か
け
て
蒋
王
の
僚
佐
を
務
め
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て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
蒋
王
の
李
惲
は
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
か
ら
乾
封
年
間
ま
で
梁
州
都
督
と
し
て
在
任
し
た
こ
と
、
ま
た
杜
嗣
先
は
顕
慶
三
年
か
ら
乾
封

元
年
ま
で
蒋
王
の
僚
佐
と
し
て
務
め
た
こ
と
か
ら
、『
兎
園
策
府
』
が
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
か
ら
乾
封
元
年
（
六
六
六
）
に
か
け
て
成
立
し
た

と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
、
杜
嗣
先
は
二
十
八
歳
～
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
龍
朔
元
年
、
皇
太
子
李
弘
は
中
書
令
・
太
子
賓
客
許
敬
宗
、
太
子
中
舍
人
楊
思
儉
ら
に
『
瑶
山
玉
彩
』
五
百
巻
を
編
集
さ
せ
、
龍

朔
三
年
に
撰
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
龍
朔
元
年
、
許
敬
宗
ら
は
『
累
璧
』
六
百
三
十
巻
や
『
東
殿
新
書
』
二
百
巻
な
ど
の
類
書
を
撰
成
し
た（

（（
（

。
し
た

が
っ
て
、
龍
朔
元
年
か
ら
乾
封
元
年
ま
で
の
間
に
、
蒋
王
の
李
惲
が
杜
嗣
先
に
『
兎
園
策
府
』
を
撰
成
さ
せ
た
の
は
、
類
書
編
纂
の
最
中
で
あ

り
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、『
兎
園
策
府
』
の
性
格
と
使
用
状
況

　
『
兎
園
策
府
』
が
唐
宋
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
ま
た
利
用
さ
れ
た
か
、
次
に
こ
の
こ
と
に
関
し
て
基
本
的
な
考
察
を
試
み
る
。

　

現
在
、『
兎
園
策
府
』
の
巻
数
、
書
名
に
つ
い
て
の
論
争
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
定
説
に
至
っ
て
は
い
な
い
。「
杜
嗣
先
墓
誌
」
に
は
、『
兎

園
策
府
』
と
あ
る
が
、
敦
煌
写
本
『
雑
抄
』
や
藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
『
兎
園
策
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
兎
園
策
府
』
の
巻

数
、
名
称
に
つ
い
て
、
諸
文
献
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
表
2
、『
兎
園
策
府
』
の
巻
数
・
名
称
一
覧
表
）

　

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
成
立
時
の
名
は
『
兎
園
策
府
』
で
、
巻
数
は
十
巻
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、「
訓
注
」
が
正
文
に
混
入

さ
れ
て
、
三
十
巻
本
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。s614

写
本
に
写
さ
れ
た
『
兎
園
策
府
』
の
序
文
に
「
兎
園
策
府
」
と
あ
る
が
、
最
後
の
跋
文
に

は
「
兎
園
策
」
と
あ
る
。「
府
」
の
字
を
漏
ら
し
た
の
か
、
ま
た
は
省
略
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
当
時
「
兎
園
策
」
は
す
で
に

略
名
と
し
て
流
布
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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ま
た
、s1086

写
本
に
は
双
行
小
字
の
注
釈
が
あ
る
が
、s614

、s1722

、p2573

三
巻
は
注
釈
が
付
い
て
い
な
い
。
す
な
わ
ちs1086

写
本

は
、s614

、s1722

、p2573

三
巻
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
お
り
、
元
来
は
存
在
し
た
双
行
の
注
釈
を
全
く
省
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
改
正
が
見

ら
れ
る
。
屈
直
敏
氏
はs1086

写
本
か
ら
「
略
ぼ
著
者
の
学
識
と
該
書
原
本
の
概
貌
を
窺
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

　
『
兎
園
策
府
』
の
序
文
に
は
、

並
引
経
史
、
為
之
訓
注
。
雖
則
謬
言
斐
論
、
無
取
貴
于
油
緗
。
而
野
識
芻
詞
、
理
難
同
于
翰
墨
。
伝
之
君
子
、
有
慚
安
国
之
言
。
懸
之
市

人
、
深
乖
呂
韋
之
旨
。
所
定
篇
目
、
題
之
如
左
。

（
並
せ
て
経
史
を
引
き
、
之
が
訓
注
を
為
る
。
則
ち
謬
言
斐
論
、
貴
を
油
緗
に
取
る
こ
と
な
し
と
雖
も
、
野
識
芻
詞
、
理
は
翰
墨
に
同
じ
く

難
し
。
之
を
君
子
に
伝
ふ
れ
ば
、
安
国
の
言
に
慚
づ
る
こ
と
有
ら
む
。
之
を
市
人
に
懸
く
れ
ば
、
深
く
呂
韋
の
旨
に
乖
か
む
。
定
め
る
所
の

篇
目
は
之
に
題
す
る
こ
と
左
の
如
し
。）

と
あ
る
。
ま
た
上
述
の
『
困
学
紀
聞
』
巻
十
四
に
「
倣
応
科
目
策
、
自
設
問
対
、
引
経
史
為
訓
注
（
科
目
に
応
じ
る
策
に
倣
い
、
自
ら
問
対
を
設

け
、
経
史
を
引
き
て
訓
注
を
為
さ
し
む
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
問
」
と
し
て
科
挙
で
出
題
さ
れ
る
と
假
定
し
た
設
問
を
、「
対
」
以
下
に
模
範
と

な
る
答
案
の
文
例
を
掲
出
す
る
『
兎
園
策
府
』
は
、
当
時
政
治
論
義
の
参
考
を
提
供
す
る
た
め
に
公
式
に
編
纂
さ
れ
た
時
務
策
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

表
2
、『
兎
園
策
府
』
の
巻
数
・
名
称
一
覧
表

書　

名

著
者
名

巻　

数

典　

拠

備　

考

兎
園
策
府

杜
嗣
先

雑
文
筆
と

共
に
20
巻

杜
嗣
先
墓
誌

兎
園
策
府

10
巻

s614

に
書
か
れ
た
『
兎
園
策
府
』
の
序
文

た
だ
し
、s614

の
巻
末
に
「
兎
園
策
巻
第
一
」
と
あ
る
。
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書　

名

著
者
名

巻　

数

典　

拠

備　

考

兎
園
策
府

杜
嗣
先

10
巻

s1722
兎
園
策

杜
嗣
先

敦
煌
写
本
『
雑
抄
』

兎
園
策

9
巻

『
本
朝
見
在
書
目
録
』

兔
園
冊
府

杜
嗣
先

30
巻

宋
の
王
應
麟
『
困
学
紀
聞
』
巻
十
四

兔
園
冊
府

宋
の
尤
袤
撰
『
遂
初
堂
書
目
』

兔
園
冊

『
新
五
代
史
』
巻
五
五
劉
岳
伝

兎
園
册

唐
の
白
居
易
撰
・
宋
の
孔
傅
続
撰
『
白
孔
六
帖
』
巻
二
四

注
に
は
『
新
五
代
史
』
劉
岳
伝
の
引
用
が
あ
る

兔
園
冊

宋
の
謝
維
新
撰
『
古
今
合
璧
事
類
備
要
前
集
』
巻
五
二

注
に
は
『
新
五
代
史
』
劉
岳
伝
の
引
用
が
あ
る

兎
園
策
府

杜
嗣
先

30
巻

『
旧
五
代
史
』
巻
一
二
六
馮
道
伝

注
に
は
『
困
学
紀
聞
』
の
引
用
が
あ
る

兎
園
策

虞
世
南

10
巻

『
郡
齋
読
書
後
志
』
巻
二

兎
園
策

杜
嗣
先

10
巻

『
宋
史
』
巻
二
〇
八
芸
文
志
七

兎
園
策
府

杜
嗣
先

30
巻

『
宋
史
』
巻
二
〇
九
芸
文
志
八

兎
園
策

虞
世
南

10
巻

『
文
献
通
考
』
巻
二
二
八
経
籍
考

　

と
こ
ろ
で
、
初
唐
に
は
「
策
学
」
と
称
さ
れ
る
科
挙
受
験
の
た
め
の
学
問
な
い
し
教
則
本
が
存
在
し
て
お
り
、
科
挙
で
出
題
さ
れ
る
策
の
問
題

及
び
解
答
例
を
示
す
『
兎
園
策
府
』
の
編
纂
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
（
質
問
）
と
対
（
解
答
）
か
ら
な
る
駢
儷
体

の
本
文
と
、
経
史
の
典
拠
を
示
し
た
注
釈
か
ら
な
り
立
っ
て
い
る
『
兎
園
策
府
』
は
、
受
験
参
考
書
と
し
て
士
人
に
広
ま
り
、
ひ
い
て
は
民
間
に

ま
で
波
及
し
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
想
定
で
き
る（

（（
（

。

　

唐
代
に
お
い
て
は
、
時
務
の
策
と
詩
文
の
述
作
を
主
要
課
目
と
す
る
進
士
科
が
貢
挙
の
中
心
で
あ
り
、『
兎
園
策
府
』
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢

に
応
じ
て
現
れ
た
実
用
書
と
し
て
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。『
唐
大
詔
令
集
』
巻
一
〇
六
貢
挙
に
所
収
の
「
條
流
明
経
進
士
詔
」（
永
隆
二
年
八

月
）
に
は
、

如
聞
、
明
経
・
射
策
不
読
正
経
、
抄
撮
義
條
、
才
有
所
解
。
進
士
不
尋
史
伝
、
惟
読
旧
策
、
共
相
模
擬
。
本
無
実
才
。（
聞
く
如
し
、
明
経
・
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射
策
は
正
経
を
読
ま
ず
、
義
條
を
抄
撮
し
、
才
に
解
す
る
所
有
り
。
進
士
は
史
伝
を
尋
ね
ず
、
惟
だ
旧
策
を
読
み
、
共
に
相
ひ
模
擬
す
。
も

と
実
才
無
し
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
永
隆
二
年
（
六
八
一
）
八
月
、
旧
策
し
か
読
ん
で
い
な
か
っ
た
進
士
が
、
貢
挙
に
合
格
し
た
と
さ
れ
る
。『
兎
園
策
府
』
が
乾

封
元
年
ま
で
に
成
立
し
、
ま
た
「
並
行
於
時
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
旧
策
」
と
は
、『
兎
園
策
府
』
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
敦
煌
写
本
『
雑
抄
』
所
収
の
「
経
史
何
人
撰
修
制
注
」
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
た（

（（
（

。（
括
弧
内
は
双
行
小
字
）

『
史
記
』（
司
馬
遷
修
）、『
三
国
志
』（
陳
寿
修
）、『
春
秋
』（
孔
子
修
、
杜
預
注
）、『
老
子
』（
河
上
注
）、『
三
礼
』（
孔
子
修
、
鄭
玄
注
）、

『
周
礼
』（
王
弼
注
）、『
離
騒
経
』（
屈
原
注
）、『
流
子
』（
劉
葉
注
）、『
爾
雅
』（
郭
璞
注
）、『
文
場
秀
句
』（
孟
憲
子
作
）、『
庄
子
』（
郭
象

注
）、『
切
韵
』（
劉
法
言
作
）、『
毛
詩
孝
経
論
語
』（
孔
子
作
、
鄭
玄
注
）、『
急
救
章
』（
史
猷
撰
）、『
文
選
』（
昭
明
太
子
召
天
下
才
子
相
共

撰
、
謂
之
『
文
選
』）、『
漢
書
』（
班
固
撰
修
）、『
典
言
』（
李
徳
林
撰
之
）、『
尚
書
』（
孔
安
国
注
）、『
尚
書
几
家
書
』（
虞
夏
商
周
作
）、

『
兎
園
策
』（
杜
嗣
先
撰
之
）、『
開
蒙
要
訓
』（
馬
仁
寿
撰
之
）、『
千
字
文
』（
鐘
繇
撰
、
李
暹
注
）、『
周
興
嗣
切
韵
』。

　

敦
煌
写
本
『
雑
抄
』
は
『
珠
玉
抄
』
と
も
い
い
、
唐
の
晩
期
に
成
立
し
た
『
易
智
文
』『
随
身
宝
』
の
よ
う
な
庶
民
向
け
の
通
俗
読
本
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
、『
兎
園
策
府
』
は
、『
開
蒙
要
訓
』
や
『
文
場
秀
句
』、『
千
字
文
』
な
ど
の
啓
蒙
書
と
同
列
に
論
じ
ら
れ

る
ほ
ど
の
庶
民
教
育
の
教
科
書
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
周
一
良
氏
は
「『
兎
園
策
』
と
『
開
蒙
要
訓
』
は
当
時
流
行
し
て
い

て
、「
訓
蒙
」
と
「
獺
祭
」
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

　

つ
ま
り
、
政
治
・
受
験
の
参
考
書
で
あ
る
『
兎
園
策
府
』
は
、
唐
の
後
期
に
至
っ
て
、
中
下
層
の
士
人
な
い
し
民
間
で
初
学
者
に
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　

五
代
に
な
る
と
、『
新
五
代
史
』
巻
五
五
劉
岳
伝
に
、

宰
相
馮
道
世
本
田
家
、
状
貌
質
野
。
朝
士
多
笑
其
陋
。
道
旦
入
朝
、
兵
部
侍
郎
任
贊
与
岳
在
其
後
。
道
行
、
数
反
顧
。（
任
）
贊
問
（
劉
）

岳
、
道
反
顧
何
為
。
岳
曰
、
遺
下
『
兔
園
冊
』
爾
。『
兔
園
冊
』
者
、
郷
校
俚
儒
教
田
夫
牧
子
之
所
誦
也
。
故
岳
挙
以
誚
道
。
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（
宰
相
の
馮
道
は
、
世
も
と
田
家
な
り
、
状
貌
は
質
野
た
り
。
朝
士
は
多
く
其
の
陋
を
笑
ふ
。
道
は
旦
に
入
朝
し
、
兵
部
侍
郎
任
贊
と
岳
は

其
の
後
に
在
り
。
道
は
行
き
、
数
ば
反
顧
す
。
贊
は
岳
に
問
ひ
て
、「
道
の
反
顧
す
る
こ
と
何
為
れ
ぞ
」
と
。
岳
は
曰
く
、『
兎
園
策
』
を
遺

し
下
さ
ん
」
と
。『
兔
園
冊
』
は
、
郷
校
俚
儒
教
・
田
夫
牧
子
の
誦
ず
る
所
な
り
。
故
に
、
岳
は
挙
げ
て
以
て
道
を
誚
し
る
。）

と
あ
る
よ
う
に
、『
兎
園
策
府
』
は
当
時
の
庶
民
教
育
の
教
科
書
と
し
て
「
郷
校
」
で
用
い
ら
れ
、「
田
夫
牧
子
」
で
も
諳
ん
じ
ら
れ
た
ほ
ど
人
気

で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

さ
ら
に
、
宋
代
に
至
っ
て
は
、
陳
造
撰
『
江
湖
長
翁
集
』
巻
十
一
「
次
韻
楊
宰
次
郎
裴
」
に
「
笑
挾
『
兎
園
策
』、
問
收
魚
澳
租
（
笑
ひ
て

『
兎
園
策
』
を
挾
み
、
問
ひ
て
魚
澳
の
租
を
收
む
）」
と
あ
り
、
方
岳
撰
『
秋
崖
集
』
巻
四
「
独
立
」
に
「
村
夫
子
挾
『
兔
園
册
』、
教
得
黄
鸝
解

読
書
（
村
夫
子
は
『
兔
園
册
』
を
挾
み
、
教
え
て
黄
鸝
に
読
書
を
解
す
を
得
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、『
兔
園
冊
』、
す
な
わ
ち
『
兎
園
策
府
』
は

当
時
、
低
俗
の
村
の
童
蒙
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、『
旧
五
代
史
』
巻
一
二
六
馮
道
伝
に
「（
馮
道
）
召
賛
謂
曰
、「『
兎
園
策
』
皆
名
儒
所
集
、
道
能
諷
之
。
中
朝
士
子
止
看
『
文
場
秀
句
』、

便
為
挙
業
。
皆
窃
取
公
卿
、
何
浅
狭
之
甚
耶
？
（
賛
を
召
し
て
謂
い
て
曰
く
、「『
兎
園
策
』
は
皆
名
儒
の
集
む
る
所
な
り
、
道
は
能
く
之
を
諷

す
。
中
朝
の
士
子
は
止
だ
『
文
場
秀
句
』
を
看
、
便
ち
挙
業
と
為
す
。
み
な
公
卿
を
窃
取
し
、
何
ぞ
浅
狭
な
る
こ
と
之
れ
甚
し
か
ら
ん
や
」
と
）」

と
あ
る
よ
う
に
、『
兎
園
策
府
』
は
当
時
流
行
っ
て
い
た
『
文
場
秀
句
』
よ
り
も
優
れ
て
い
た
と
、
馮
道
は
考
え
て
い
た
。
永
田
知
之
氏
は
「
馮

道
が
『
兔
園
策
』
を
用
い
て
い
る
と
揶
揄
し
た
貴
族
は
『
文
場
秀
句
』
し
か
読
ん
で
い
な
い
と
言
い
返
さ
れ
て
、
效
果
的
な
反
論
を
な
し
得
な

か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
た
だ
し
、『
文
場
秀
句
』
は
作
文
指
南
書
・
幼
稚
な
「
蒙
書
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
兎
園
策
府
』
は
当
時
レ
ベ
ル

が
高
い
書
物
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
宋
の
孫
光
憲
『
北
梦
瑣
言
』
巻
十
九
に
、

北
中
村
墅
多
以
『
兎
園
册
』
教
童
蒙
、
以
是
譏
之
。
然
『
兎
園
册
』
乃
徐
・
庾
文
体
、
非
鄙
朴
之
談
。
但
家
蔵
一
本
、
人
多
賎
之
也
。（
北

中
村
墅
は
多
く
『
兎
園
册
』
を
以
て
童
蒙
に
教
へ
、
是
を
以
て
之
を
譏
る
。
然
る
に
『
兎
園
册
』
は
乃
ち
徐
・
庾
の
文
体
に
し
て
、
鄙
朴
の
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談
に
非
ず
。
但
だ
家
ご
と
に
一
本
を
蔵
す
。
人
、
多
く
之
を
賎
し
む
な
り
。）

と
あ
る
。『
兎
園
册
』
す
な
わ
ち
『
兎
園
策
府
』
は
、
南
朝
の
徐
陵
・
庾
信
の
華
麗
精
密
な
美
文
に
な
ら
い
、「
鄙
朴
の
談
」
で
は
な
い
が
、
児
童

教
育
の
教
科
書
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
郷
学
や
私
塾
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
当
時
「
家
ご
と
に
一
本
を
蔵
す
」
ほ
ど
普
及
し
て
い
た
よ
う
に
、

通
俗
童
蒙
書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

  

つ
ま
り
、
五
代
・
宋
代
で
は
、
も
と
も
と
俗
書
で
は
な
か
っ
た
『
兔
園
策
』
は
注
釈
を
削
る
な
ど
と
い
っ
た
加
工
を
経
て
、
類
書
、
あ
る
い
は

儒
学
入
門
書
の
性
格
は
後
退
し
、「
蒙
書
」
と
し
て
の
性
格
が
著
し
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
蒙
書
」
と
そ
れ
ら
と
の
距
離
が
思
い
の

ほ
か
小
さ
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
童
蒙
書
と
正
統
的
な
類
書
と
の
差
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
知
識
の
典
據
を
示
す
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か（

（（
（

。

四
、『
兎
園
策
府
』
の
日
本
伝
来
及
び
そ
の
受
容

　
『
本
朝
見
在
書
目
録
』
巻
四
十
「
総
集
」
類
に
は
、『
兎
園
策
府
』
が
見
ら
れ
る（

（（
（

。

『
文
心
雕
龍
』
十
（
劉
勰
在
雑
家
）、『
兎
園
策
』
九
、『
注
策
林
』
廿
、『
文
選
』
卅
（
昭
明
太
子
撰
）、『
文
選
』
六
十
（
李
善
注
）、『
文
選

鈔
』
六
十
九
（
公
孫
羅
撰
）、『
文
選
鈔
』
卅
、『
文
選
音
義
』
十
（
李
善
撰
）、『
文
選
音
决
』
十
（
公
孫
羅
撰
）、『
文
選
音
義
』
十
（
釈
道

淹
撰
）、『
文
選
音
義
』
十
三
（
曹
憲
撰
）、『
文
選
抄
韵
』
一
、『
小
文
選
』
九 

、『
文
館
詞
林
千
金
輪
万
載
集
』
五
十
一
（
一
巻
目
録
）、

（
中
略
）『
秀
句
集
』
一
、『
雑
文
集
』
一
。（
括
号
内
は
双
行
小
字
）

　

注
目
に
値
す
べ
き
こ
と
は
、『
兎
園
策
』
が
『
文
心
雕
龍
』
の
次
ぎ
、『
文
選
』、『
文
選
鈔
』
や
『
文
選
音
義
』
な
ど
と
共
に
「
総
集
」
類
の
一

部
分
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

貞
観
十
七
年
（
八
七
五
？
）
に
冷
然
院
が
失
火
し
て
累
世
の
書
物
を
失
っ
た
た
め
、
翌
年
大
学
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
藤
原
佐
世
は
、『
隋
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書
』
経
籍
志
を
踏
襲
し
て
、
残
っ
て
い
る
書
物
を
調
べ
て
『
本
朝
見
在
書
目
録
』
を
撰
し
た
と
さ
れ
る
。『
本
朝
見
在
書
目
録
』
に
は
、
漢
籍
一

五
六
八
部
、
一
七
二
〇
二
巻
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
を
詳
細
に
考
証
し
た
厳
紹
璗
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た（

（（
（

。

こ
れ
ら
の
著
録
さ
れ
た
古
典
籍
の
数
は
、
も
し
そ
の
前
に
成
立
し
た
『
隋
書
』
経
籍
志
と
比
べ
る
と
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
収
録
さ
れ
た
も

の
の
50
％
（『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
三
一
二
七
部
）、
ま
た
そ
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
唐
書
』
経
籍
志
と
比
較
す
る
と
、『
唐
書
』
経
籍
志
に

著
録
さ
れ
た
も
の
の
51
・
2
％
（『
唐
書
』
経
籍
志
に
は
三
〇
六
〇
部
）
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
九
世
紀
の
後
期
に
は
、
中
国
文
献
典
籍
の

50
％
は
す
で
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
本
朝
見
在
書
目
録
』
に
収
録
さ
れ
た
書
物
は
焼
け
残
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
焼
失
前
の
書
物
は
こ
れ
よ
り
多
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
唐
に
お
け
る
普
通
教
育
適
用
の
書
籍
は
、
日
本
の
大
学
や
国
学
・
縉
紳
家
の
私
学
の
入
門
書
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
た
め
推
古
天
皇

か
ら
六
条
天
皇
ま
で
に
入
唐
し
た
留
学
生
の
手
に
よ
っ
て
続
々
舶
載
将
来
さ
れ
、
後
に
私
学
の
教
科
書
と
し
て
次
々
と
伝
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う（
（（
（

。
そ
れ
で
は
、『
兎
園
策
府
』
は
い
つ
日
本
に
伝
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
『
兎
園
策
府
』
は
龍
朔
元
年
か
ら
乾
封
元
年
ま
で
の
間
に
撰
成
さ
れ
た
か
ら
、
日
本
へ
の
流
伝
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
本
朝
見
在

書
目
録
』
が
成
立
し
た
八
七
六
年
か
ら
八
八
六
年
に
か
け
て
が
、『
兎
園
策
府
』
の
日
本
将
来
の
下
限
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
間
、
合
わ

せ
て
十
一
回
の
遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
慶
雲
年
間
と
天
平
年
間
に
帰
国
し
た
遣
唐
使
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

慶
雲
年
間
に
帰
国
す
る
遣
唐
使
は
二
回
あ
り
、
す
な
わ
ち
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
、
長
安
四
年
）
七
月
と
慶
雲
四
年
三
月
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遣

唐
使
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
、
長
安
元
年
）
正
月
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
の
六
月
に
出
発
し
た
の
で
あ
る
。「
杜
嗣
先
墓
誌
」
に
よ
る
と
、
杜
嗣

先
は
則
天
武
后
の
敕
を
受
け
、
李
懐
遠
・
豆
盧
欽
望
・
祝
欽
明
等
の
重
臣
と
今
回
の
遣
唐
使
を
饗
宴
し
て
、
面
談
し
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
杜
嗣
先
は
『
兎
園
策
府
』
を
贈
物
と
し
て
日
本
の
遣
唐
使
に
渡
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

在
唐
の
遣
唐
使
、
特
に
留
学
生
は
唐
の
科
挙
試
験
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
流
行
っ
て
い
た
杜
嗣
先
『
兎
園
策
府
』
を
購
入
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
遣
唐
使
が
唐
で
書
籍
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
日
本
国
伝
に
は
「
所
得
錫
賚
、
盡
市
文
籍
、
泛
海
而
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還
。（
朝
）
衡
留
京
師
五
十
年
、
好
書
籍
（
得
る
所
の
錫
賚
、
尽
く
文
籍
を
市か

ひ
、
海
を
泛
び
て
還
る
。（
中
略
）（
朝
）
衡
は
京
師
に
五
十
年
留

ま
り
、
書
籍
を
好
む
）」
と
あ
り
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』
巻
二
五
「
孝
徳
紀
」
白
雉
五
年
（
六
五
四
）
七
月
条
に
も
「
是
月
、
褒
美
西
海
使
等
奉

対
唐
国
天
子
多
得
文
書
・
宝
物
（
是
の
月
、
西
海
使
ら
の
唐
国
の
天
子
に
奉
対
ひ
て
、
多
に
文
書
・
宝
物
得
た
る
を
褒
美
む
）」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
阿
部
仲
麻
呂
（
朝
衡
）
な
ど
の
よ
う
な
遣
唐
使
が
中
国
の
典
籍
を
好
み
、
購
入
し
た
背
景
に
は
、
在
唐
時
に
書
物
購
入
の
使
命
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、『
兎
園
策
府
』
は
遣
唐
使
に
購
入
さ
れ
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
平
年
間
に
お
け
る
遣
唐
使
の
帰
国
は
二
回
で
、
天
平
六
年
（
七
三
四
、
開
元
二
十
二
年
）
十
一
月
と
天
平
八
年
八
月
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
使

の
多
治
比
広
成
が
乗
る
第
一
船
が
天
平
六
年
十
一
月
に
多
祢
島
に
着
き
、
翌
年
三
月
に
都
に
到
着
し
た
。
こ
の
時
帰
国
し
た
留
学
生
・
留
学
僧
に

は
、
下
道
真
備
（
即
ち
吉
備
真
備
）・
僧
玄
昉
・
秦
大
麻
呂
や
羽
栗
翼
親
子
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
副
使
の
中
臣
名
代
が
乗
る
第
二
船
は
天
平
八
年

八
月
に
帰
国
し
、
同
船
し
た
留
学
生
に
は
大
伴
首
名
な
ど
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
留
学
生
の
う
ち
、
吉
備
真
備
が
『
兎
園
策
府
』
を
日
本
に
伝
え
た

可
能
性
は
高
い
。

　

吉
備
真
備
の
将
来
書
物
に
つ
い
て
、『
扶
桑
略
記
』
巻
六
「
聖
武
紀
」
天
平
七
年
四
月
条
に
、

辛
亥
、
入
唐
留
学
生
従
八
位
下
下
道
朝
臣
真
備
献
『
唐
礼
』
一
百
卅
巻
、（
中
略
）
并
種
種
書
迹
・
要
物
等
、
不
能
具
載
。
留
学
之
間
、
歴

十
九
年
。
凡
所
伝
学
三
史
・
五
経
・
名
刑
・
算
術
・
陰
陽
・
暦
道
・
天
文
・
漏
剋
・
漢
音
・
書
道
・
秘
術
・
雑
占
一
十
三
道
。
夫
所
受
業
、

渉
窮
衆
芸
。

（
辛
亥
、
入
唐
留
学
生
従
八
位
下
下
道
朝
臣
真
備
は
『
唐
礼
』
一
百
卅
巻
、（
中
略
）、
并
び
に
種
種
の
書
迹
・
要
物
等
を
献
じ
、
具
載
す
る

能
わ
ず
。
留
学
の
間
、
十
九
年
を
歴
す
。
凡
そ
伝
学
す
る
所
は
、
三
史
・
五
経
・
名
刑
・
算
術
・
陰
陽
・
暦
道
・
天
文
・
漏
剋
・
漢
音
・
書

道
・
秘
術
・
雑
占
一
十
三
道
な
る
。
夫
れ
業
を
受
く
の
所
、
渉
た
り
て
衆
芸
を
窮
む
。）

と
あ
り
、
吉
備
真
備
は
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
を
身
に
つ
け
、
礼
儀
や
暦
関
連
の
書
物
な
ど
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
。
な
か
に
は
「
三
史
」

（『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』）、「
五
経
」
な
ど
の
大
学
教
科
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
巻
三
三
「
光
仁
紀
」
宝
亀
六
年
（
七
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七
五
）
十
月
壬
戌
条
の
吉
備
真
備
薨
伝
に
、

霊
亀
二
年
、
年
廿
二
、
従
使
入
唐
、
留
学
受
業
。
研
覧
経
史
、
該
渉
衆
芸
。
我
朝
学
生
播
名
唐
国
者
、
唯
大
臣
及
朝
衡
二
人
而
巳
。
天
平
七

年
、
帰
朝
。
授
正
六
位
下
、
拜
大
学
助
。
高
野
天
皇
師
之
、
受
『
礼
記
』
及
『
漢
書
』。

（
霊
亀
二
年
、
年
廿
二
に
し
て
、
使
に
従
ひ
て
唐
に
入
り
、
留
学
し
て
業
を
受
く
。
経
史
を
研
覧
し
て
、
衆
芸
に
該
渉
す
。
我
が
朝
の
学
生

に
し
て
、
名
を
唐
国
に
播
す
者
は
、
唯
だ
大
臣
及
び
朝
衡
と
の
二
人
の
み
。
天
平
七
年
、
朝
に
帰
る
。
正
六
位
下
を
授
け
ら
れ
、
大
学
助
を

拜
す
。
高
野
天
皇
、
之
を
師
と
し
て
、『
礼
記
』
及
び
『
漢
書
』
と
を
受
く
。）

と
あ
り
、
在
唐
十
九
年
間
に
名
声
を
あ
げ
た
吉
備
真
備
は
、「
研
覧
経
史
、
該
渉
衆
芸
」
と
誉
め
ら
れ
て
、
帰
国
後
、
高
野
天
皇
の
家
庭
教
師
に

な
り
、『
礼
記
』
及
び
『
漢
書
』
を
講
じ
た
こ
と
が
か
わ
る
。
ま
た
、
帰
国
後
に
大
学
助
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
三
史
」「
五
経
」
な
ど
の

教
科
書
と
同
じ
く
、『
兎
園
策
府
』
も
日
本
の
官
僚
養
成
機
関
で
あ
る
大
学
で
使
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
本
朝
見
在
書
目
録
』
巻
四
十
「
総
集
」
類
に
は
、『
兎
園
策
府
』
が
『
文
選
』、『
文
選
鈔
』
や
『
文
選
音
義
』
な
ど
と

共
に
写
さ
れ
て
い
る
。
古
代
日
本
に
お
け
る
『
文
選
』
の
学
習
に
つ
い
て
、
養
老
選
叙
令
の
秀
才
進
士
条
に
は
、

凡
秀
才
、
取
博
学
・
高
才
者
。
明
経
取
学
通
二
経
以
上
者
。
進
士
取
明
閑
時
務
、
并
読
『
文
選
』『
尔
雅
』
者
。
明
法
取
通
達
律
令
者
。
皆

須
方
正
・
清
循
、
名
行
相
副
。

（
凡
そ
秀
才
は
博
学
・
高
才
の
者
を
取
れ
。
明
経
に
は
、
学
二
経
以
上
通
せ
ら
む
者
を
取
れ
。
進
士
に
は
明
ら
か
に
時
務
を
閑な
ら

ひ
、
并
せ
て

『
文
選
』『
尔
雅
』
読
ま
む
者
を
取
れ
。
明
法
に
は
律
令
通
達
せ
ら
む
者
を
取
れ
。
み
な
須
ら
く
方
正
・
清
循
に
し
て
、
名
行
相
ひ
副
ふ
べ

し
。）

と
あ
る
。
ま
た
、
養
老
考
課
令
の
進
士
条
に
は
、

凡
進
士
、
試
時
務
策
二
条
。
帖
所
読
、『
文
選
』
上
袟
七
帖
、『
爾
雅
』
三
帖
。
其
策
文
詞
順
序
、
義
理
慥
当
。
并
帖
過
者
、
為
通
。
事
義
有

滞
、
詞
句
不
倫
、
及
帖
不
過
者
、
為
不
。
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（
凡
そ
進
士
は
、
試
み
む
こ
と
、
時
務
の
策
二
条
。
帖
し
て
読
ま
む
所
は
、『
文
選
』
の
上
袟
に
七
帖
、『
爾
雅
』
に
三
帖
。
其
れ
策
の
文
詞

順
ひ
序
で
て
、
義
理
慥
か
に
当
れ
ら
む
。
并
せ
て
帖
過
せ
ら
ば
、
通
せ
り
と
為
よ
。
事
の
義
滞
れ
る
こ
と
有
り
、
詞
句
倫
あ
ら
ず
、
及
び
帖

過
さ
ず
は
、
不
と
為
よ
。）

と
あ
り
、『
文
選
』
は
当
時
最
高
教
育
機
構
で
あ
る
大
学
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、『
文
選
』『
文
心

雕
龍
』
と
同
じ
く
重
視
さ
れ
る
『
兎
園
策
府
』
が
日
本
で
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
不
自
然
で
は
な
い
。
す
で
に
那
波
利
貞
氏
が
指
摘

し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
入
門
書
は
、
当
時
唐
に
お
い
て
も
一
般
的
に
遍
く
普
及
学
習
さ
れ
て
い
た
故
に
、
留
学
生
ら
に
も
親
し
ま
れ
て
、
日
本

に
舶
載
将
来
さ
れ
、
私
学
の
教
科
書
と
し
て
伝
写
読
誦
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
敦
煌
写
本
『
雑
抄
』
で
は
、『
文
場
秀
句
』『
開
蒙
要
訓
』
な
ど
の
啓
蒙
書
と
共
に
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
違
っ
て
、『
兎
園

策
府
』
は
『
本
朝
見
在
書
目
録
』
巻
四
十
「
総
集
」
類
に
は
『
文
心
雕
龍
』『
文
選
』『
文
選
鈔
』
や
『
文
選
音
義
』
な
ど
と
並
べ
ら
れ
て
抄
写
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、『
兎
園
策
府
』
は
啓
蒙
書
へ
の
「
変
容
」
は
な
く
、
大
学
の
教
科
書
ま
た
は
試
験
の

問
題
集
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
も
し
遣
唐
留
学
生
ら
に
携
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、『
兎
園
策
府
』
は
お
そ
ら
く
日
本
の
大
学
で
教
科
書
と
し
て
広
く
流
伝

し
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
伝
来
し
た
『
兎
園
策
府
』
は
、
そ
の
後
も
散
逸
し
て
日
本
で
も
そ
の
姿
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
十
五
世
紀
後
半
期
に
成
立

し
た
『
善
隣
国
宝
記
』
巻
中
所
収
の
「
日
本
国
王
源
義
政
の
上
表
文
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
王
源
義
政
上
表
大
明
皇
帝
陛
下
、（
中
略
）
又
書
籍
焚
于
兵
火
。
蓋
一
秦
也
。
弊
邑
所
須
二
物
為
急
。
謹
録
奏
上
、
伏
望
兪
容
。
書

目
列
于
左
方
、『
佛
祖
統
記
（
紀
か
）』
全
部
、『
三
宝
感
応
録
』
全
部
、『
教
乘
法
数
』
全
部
、『
法
苑
珠
林
』
全
部
、『
賓
退
録
』
全
部
、

『
兔
園
策
』
全
部
、『
遁
齋
閑
覧
』
全
部
、『
類
說
』
全
部
、『
百
川
学
海
』
全
部
、『
北
堂
書
鈔
』
全
部
、『
石
湖
集
』
全
部
、『
老
学
庵
筆

記
』
全
部
。
右
咨
禮
部
、
日
本
国
王
（
印
）、
成
化
拾
壹
年
捌
月
廿
八
日
。
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（
日
本
国
王
源
義
政
、
表
を
大
明
皇
帝
陛
下
に
上
る
、（
中
略
）
又
、
書
籍
兵
火
に
焚
か
る
。
蓋
し
秦
に
一
な
り
。
弊
邑
須
む
る
所
は
二
物
を

急
と
為
す
。
謹
み
て
録
し
て
奏
上
し
、
伏
し
て
兪
容
を
望
む
。
書
目
は
左
方
に
列
す
。『
佛
祖
統
記
（
紀
か
）』
全
部
、『
三
宝
感
応
録
』
全

部
、『
教
乘
法
数
』
全
部
、『
法
苑
珠
林
』
全
部
、『
賓
退
録
』
全
部
、『
兔
園
策
』
全
部
、『
遁
齋
閑
覧
』
全
部
、『
類
說
』
全
部
、『
百
川
学

海
』
全
部
、『
北
堂
書
鈔
』
全
部
、『
石
湖
集
』
全
部
、『
老
学
庵
筆
記
』
全
部
。
右
礼
部
に
咨
す
。
日
本
国
王
（
印
）、
成
化
十
一
年
八
月
二

十
八
日
。）

ま
た
、『
善
隣
国
宝
記
』
巻
下
所
収
の
「
天
順
八
年
の
遣
明
表
」
に
は
、

書
籍
銅
銭
、
仰
之
上
国
、
其
来
久
矣
。
今
求
二
物
、
伏
希
奏
達
、
以
満
所
欲
。
書
目
見
于
左
方
、（
中
略
）『
教
乘
法
数
』
全
部
、『
三
宝
感

応
録
』
全
部
、『
賓
退
録
』
全
部
、『
北
堂
書
鈔
』
全
部
、『
兔
園
策
』
全
部
、『
史
韵
』
全
部
、（
中
略
）、『
老
学
庵
筆
記
』
全
部
。
右
咨
禮

部
、
天
順
捌
年
捌
月
十
三
日
。

（
書
籍
・
銅
銭
は
之
を
上
国
に
仰
ぎ
、
其
の
来
る
こ
と
久
し
。
今
二
物
を
求
む
。
伏
し
て
希
く
は
奏
達
し
、
以
て
欲
す
る
所
を
満
さ
れ
ん
こ

と
を
。
書
目
は
左
方
に
見
ゆ
、『
教
乘
法
教
』
全
部
、『
三
宝
感
応
録
』
全
部
、『
賓
退
録
』
全
部
、『
北
堂
書
鈔
』
全
部
、『
兔
園
策
』
全

部
、『
史
韵
』
全
部
、（
中
略
）、『
老
学
庵
筆
記
』
全
部
。
右
礼
部
に
咨
す
。
天
順
八
年
八
月
十
三
日
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
は
明
の
皇
帝
に
『
兔
園
策
』
の
全
巻
な
ど
の
下
賜
を
要
求
し
た
。
当
時
の
日
本
で
は
、『
兔
園
策
府
』
の
全
巻
が
す
で
に

散
逸
し
て
い
た
が
、『
北
堂
書
鈔
』『
賓
退
録
（
（（
（

』
な
ど
の
類
書
と
同
じ
く
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
お
そ
ら
く
中
国
で
も
す
で

に
佚
亡
し
て
残
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
下
賜
さ
れ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

お
わ
り
に

　
『
兎
園
策
府
』
は
龍
朔
元
年
か
ら
乾
封
元
年
ま
で
の
間
に
成
立
し
、『
兎
園
策
府
』
は
政
治
・
受
験
の
参
考
を
提
供
す
る
た
め
に
公
式
に
編
纂
さ
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れ
た
も
の
で
、
本
来
は
単
な
る
通
俗
児
童
蒙
書
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
著
者
の
杜
嗣
先
は
則
天
武
后
の
敕
を
受
け
、
日
本
の
遣

唐
使
を
饗
宴
し
て
、
面
談
し
た
こ
と
か
ら
、『
兎
園
策
府
』
は
八
世
紀
前
半
に
日
本
か
ら
来
た
遣
唐
使
に
よ
っ
て
知
見
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

後
に
遥
か
な
海
を
渡
っ
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
『
兎
園
策
府
』
が
、
大
学
の
教
科
書
、
ま
た
は
試
験
の
問
題
集
と
し
て
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
唐
末
以
降
、
中
国
に
お
い
て
は
、『
兎
園
策
府
』
は
児
童
教
育
の
教
科
書
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
郷
学
や
私
塾
に
お
い
て
使
用
さ

れ
、
通
俗
童
蒙
書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
も
と
も
と
政
治
論
義
の
参
考
を
提
供
し
、
科
挙
で
出
題
さ
れ
る
策
の
問
題
及
び
解
答
例
を
示
す

よ
う
に
編
纂
さ
れ
た
『
兎
園
策
府
』
は
、
社
会
の
最
上
階
か
ら
庶
民
の
階
層
へ
、
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
通
俗
童
蒙
書
へ
「
変
容
」
し
た
こ
と

が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
に
伝
来
し
た
『
兎
園
策
府
』
は
本
来
の
目
的
に
遵
っ
て
、
大
学
の
教
科
書
、
ま
た
は
試
験
の
問
題
集
と
し
て
使
用

さ
れ
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
様
々
な
「
変
容
」
と
い
う
事
象
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
・
受
験
参
考
書
、
類
書
、「
蒙
書
」
と
い
う
後
世
の
人
間
が
便
宜
的

に
設
け
た
分
類
を
跳
び
越
え
て
、
当
時
中
日
両
国
に
お
け
る
知
識
獲
得
の
実
相
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

註（
1
）　

羅
振
玉
「
兔
園
册
府
残
巻
提
要
」（
同
氏
著
『
鳴
沙
石
室
佚
書
初
編
』、
東
方
学
会
影
印
本
、
一
九
二
五
年
。
初
出
は
一
九
一
三
年
）、
王
国
維
「
唐
写
本
兔
園

册
府
残
巻
跋
」（
同
氏
著
『
王
国
維
学
術
経
典
集
』、
江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
郭
長
城
「
敦
煌
写
本
兎
園
策
府
叙
録
」（
台
湾
中
国
文
化
大
学
『
敦
煌

学
』
第
八
巻
、
一
九
八
四
年
）、
周
丕
顕
「
敦
煌
古
鈔
『
兎
園
策
府
』
考
析
」（『
敦
煌
文
献
研
究
』、
甘
粛
文
化
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。
初
出
は
一
九
九
四
年
）、

屈
直
敏
「
敦
煌
本
『
兎
園
策
府
』
考
辨
」（『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
一
年
三
期
）、
那
波
利
貞
「
唐
鈔
本
雑
抄
考
」（
同
氏
著
『
唐
代
社
会
文
化
史
研
究
』、
東
京
創

文
社
、
一
九
七
四
年
。
初
出
は
一
九
四
二
年
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

葉
国
良
「
唐
代
墓
誌
考
釈
八
則
」（
同
氏
著
『
石
学
続
探
』、
大
安
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。
初
出
は
一
九
九
五
年
）
張
娜
麗
「
敦
煌
發
見
の
自
注
童
蒙
書
に
つ

い
て
―
『
蒙
求
』『
兔
園
策
府
』
の
諸
問
題
を
中
心
に
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
王
璐
「
敦
煌
写
本
類
書
『
兎
園

策
府
』
探
究
」（
西
北
師
範
大
学
修
士
卒
論
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
3
）　

葉
国
良
前
掲
論
文
「
唐
代
墓
誌
考
釈
八
則
」。
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（
4
）　

高
橋
継
男
「
最
古
の
「
日
本
」
―
「
杜
嗣
先
墓
誌
」
の
紹
介
」（
専
修
大
学
・
西
北
大
学
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
遣
唐
使
の
見
た
中
国
と
日
本
―
新
発
見
「
井

真
成
墓
誌
」
か
ら
何
が
わ
か
る
か
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
金
子
修
一
「
則
天
武
后
と
杜
嗣
先
墓
誌
―
粟
田
真
人
の
遣
唐
使
と
関
連
し
て
」（『
国
史
学
』

一
九
七
号
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）、
葛
継
勇
「
日
本
国
号
東
亜
登
場
時
間
考
―
対
中
国
実
物
資
料
及
中
日
文
献
的
比
較
」（
王
剣
敏
と
共
著
、『
鄭
州
大
学
学
報
（
人

文
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
一
年
六
期
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　

葉
国
良
前
掲
論
文
「
唐
代
墓
誌
考
釈
八
則
」、
伊
藤
宏
明
「
徐
州
刺
史
杜
嗣
先
墓
誌
雑
感
」（『
人
文
学
科
論
集 

、 

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
』
六
三
号
、
二

〇
〇
六
年
二
月
）。

（
6
）　

伊
藤
宏
明
氏
は
「
杜
嗣
先
墓
誌
」
の
第
十
四
行
の
「
雍
王
記
室
參
軍
」
と
い
う
記
事
を
韋
承
慶
の
任
官
と
し
て
、「
韋
承
慶
墓
誌
」
の
記
事
が
李
賢
雍
王
在
位

期
間
（
咸
亨
三
年
～
上
元
二
年
）
と
齟
齬
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
第
十
四
行
の
「
雍
王
記
室
參
軍
」
は
杜
嗣
先
の
任
官
で
あ
り
、
ま
た
「
韋

承
慶
墓
誌
」
に
記
さ
れ
る
「
王
府
功
曹
参
軍
」
は
龍
朔
三
年
以
降
、
す
な
わ
ち
「
杜
嗣
先
墓
誌
」
に
見
ら
れ
る
「
咸
亨
元
年
」
か
ら
「
上
元
二
年
」
ま
で
の
間
の

任
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
齟
齬
が
な
い
。
伊
藤
宏
明
前
掲
論
文
「
徐
州
刺
史
杜
嗣
先
墓
誌
雑
感
」。「
韋
承
慶
墓
誌
」
は
『
唐
代
墓
誌
彙
編
続
集
』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
神
龍
〇
一
九
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

最
近
、
杜
嗣
先
の
弟
杜
嗣
倹
閻
夫
人
墓
誌
が
出
土
し
、
杜
嗣
先
墓
誌
の
高
い
信
憑
性
を
左
証
し
て
い
る
。
毛
陽
光
「
洛
陽
偃
師
新
出
土
『
杜
嗣
倹
閻
夫
人
墓

誌
』
及
相
関
問
題
研
究
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
一
四
年
一
期
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）　

周
丕
顕
前
掲
論
文
「
敦
煌
古
鈔
『
兎
園
策
府
』
考
析
」。

（
9
）　

池
田
温
『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』（
大
蔵
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
四
〇
三
頁
。
王
璐
氏
は
七
八
九
年
～
八
三
七
年
頃
の
写
本
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
王

璐
前
掲
論
文
「
敦
煌
写
本
類
書
『
兎
園
策
府
』
探
究
」。

（
10
）　

池
田
温
前
掲
著
作
『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
四
二
九
～
四
三
〇
頁
。

（
11
）　

王
国
維
前
掲
論
文
「
唐
写
本
兔
園
册
府
残
巻
跋
」。

（
12
）　

屈
直
敏
前
掲
論
文
「
敦
煌
本
『
兎
園
策
府
』
考
辨
」。

（
13
）　
『
芸
文
類
聚
』
巻
六
五
産
業
部
・
園
条
に
は
、
漢
の
枚
乗
と
梁
の
江
淹
の
『
梁
王
兎
園
賦
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）　

郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
二
六
六
〇
頁
。

（
15
）　

葉
国
良
前
掲
論
文
「
唐
代
墓
誌
考
釈
八
則
」、
伊
藤
宏
明
前
掲
論
文
「
徐
州
刺
史
杜
嗣
先
墓
誌
雑
感
」。

（
16
）　

王
璐
前
掲
論
文
「
敦
煌
写
本
類
書
『
兎
園
策
府
』
探
究
」。

（
17
）　
『
旧
唐
書
』
巻
五
高
宗
本
紀
下
「（
乾
封
元
年
）
二
月
己
未
、
次
亳
州
。（
中
略
）
夏
四
月
甲
辰
、
車
駕
至
自
泰
山
。
先
謁
太
廟
而
後
入
」
と
あ
る
。

（
18
）　
『
旧
唐
書
』
巻
八
六
高
宗
諸
子
伝
の
李
弘
条
、『
唐
会
要
』
巻
三
六
修
撰
条
。

（
19
）　

東
野
治
之
氏
は
、『
兎
園
策
府
』
は
本
来
、
主
題
別
に
相
当
数
の
例
文
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
、
ま
た
唐
代
か
ら
流
布
し
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
実
用
通
俗
書

で
あ
っ
た
が
た
め
に
新
・
旧
『
唐
書
』
の
書
目
に
は
収
め
ら
れ
ず
、『
宋
史
』
に
至
っ
て
は
じ
め
て
著
録
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
東
野
治
之
「
大
宰
府
出
土

木
簡
に
見
え
る
『
魏
徴
時
務
策
』
考
」（
東
野
治
之
著
『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』、
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
）。
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（
20
）　

屈
直
敏
前
掲
論
文
「
敦
煌
本
『
兎
園
策
府
』
考
辨
」。

（
21
）　

永
田
知
之
「『
文
場
秀
句
』
小
考
」（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

（
22
）　

東
野
治
之
氏
は
、『
兎
園
策
府
』
に
撰
述
当
初
か
ら
詳
細
な
注
が
付
せ
ら
れ
て
い
た
（s1086

は
有
注
本
の
例
）
の
は
、
撰
者
自
身
が
実
用
書
と
し
て
広
く
流
布

す
る
効
用
を
意
識
し
、
主
題
別
の
構
成
と
相
俟
っ
て
類
書
的
な
効
果
の
発
揮
を
も
ね
ら
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
（
東
野
治
之
前
掲
論
文
「
大
宰
府

出
土
木
簡
に
見
え
る
『
魏
徴
時
務
策
』
考
」）。
進
士
科
の
試
験
に
お
け
る
時
務
策
の
使
用
に
つ
い
て
、『
新
唐
書
』
巻
四
四
選
挙
志
に
は
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）　
『
敦
煌
宝
蔵
』
第
一
二
三
册
、
四
七
九
頁
。
ま
た
、
敦
煌
写
本
「
雑
抄
」（s5685

）
に
は
「『
兎
園
策
』（
杜
司
先
撰
之
）」
と
あ
る
（『
敦
煌
宝
蔵
』
第
四
四
册
、

一
八
八
～
一
八
九
頁
）。

（
24
）　

周
一
良
『
唐
代
密
宗
』（
銭
文
忠
訳
、
上
海
遠
東
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
二
一
九
頁
。

（
25
）　

礪
波
護
『
馮
道
―
―
乱
世
の
宰
相
』（
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）
一
一
七
頁
。

（
26
）　

唐
の
白
居
易
撰
・
宋
の
孔
傅
続
撰
『
白
孔
六
帖
』
巻
二
四
「
兎
園
册
」
条
に
は
「『
劉
岳
伝
』、
宰
相
馮
道
、
世
本
田
家
、
状
貌
質
野
、
朝
士
多
笑
其
陋
。
道
旦

入
朝
、
兵
部
侍
郎
任
賛
与
岳
在
其
后
、
道
行
数
反
顧
。
賛
問
、
何
為
。
岳
曰
、
遺
下
乃
『
兎
園
册
』
尔
。『
兎
園
册
』
者
、
郷
校
里
儒
教
田
夫
牧
子
之
所
誦
、
故

岳
挙
以
誚
道
也
」
と
あ
る
。『
劉
岳
伝
』
と
は
『
新
五
代
史
』
劉
岳
伝
の
こ
と
で
あ
る
。

（
27
）　
『
旧
五
代
史
』
馮
道
伝
に
は
、「
有
工
部
侍
郎
任
賛
、
因
班
退
、
与
同
列
、
戯
道
于
後
曰
、
若
急
行
、
必
遺
下
『
兎
園
策
』。
道
知
之
、
召
賛
謂
曰
、『
兎
園
策
』

皆
名
儒
所
集
、
道
能
諷
之
。
中
朝
士
子
止
看
『
文
場
秀
句
』、
便
為
挙
業
。
皆
窃
取
公
卿
、
何
浅
狭
之
甚
耶
。
賛
大
愧
焉
」
と
あ
る
。
永
田
知
之
氏
は
「
馮
道
の

言
葉
は
幾
分
か
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
こ
か
ら
貴
族
た
ち
は
古
典
的
教
養
の
担
い
手
た
る
地
位
を
も
失
っ
て
い
た
と
分
か
る
。
少
な
く
と

も
彼
ら
の
も
つ
文
化
的
な
地
位
は
既
に
失
墜
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
永
田
知
之
前
掲
論
文
「『
文
場
秀
句
』
小
考
」。

（
28
）　

永
田
知
之
前
掲
論
文
「『
文
場
秀
句
』
小
考
」。

（
29
）　

藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
）
九
一
頁
。

（
30
）　

厳
紹
璗
「『
本
朝
見
在
書
目
録
』
的
学
術
価
値
与
問
題
的
思
考
」（
王
勇
編
『
中
日
関
係
史
料
与
研
究
』
第
一
輯
、
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
31
）　

那
波
利
貞
前
掲
論
文
「
唐
鈔
本
雑
抄
考
」。

（
32
）　

遣
唐
使
の
書
物
購
入
の
使
命
に
つ
い
て
、
王
勇
ほ
か
著
『
中
日
「
書
籍
之
路
」』（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
王
勇
著
『
書
物
の
中
日
交
流
史
』

（
日
本
国
際
文
化
工
房
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
）　

那
波
利
貞
前
掲
論
文
「
唐
鈔
本
雑
抄
考
」。

（
34
）　

も
ち
ろ
ん
、『
兎
園
策
府
』
は
八
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
日
本
に
伝
来
し
た
書
籍
の
孤
例
で
は
な
い
。
現
在
、
国
宝
と
言
わ
れ
る
『
王
勃
集
』
巻
第
廿
九
・
第

三
十
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
は
、
遅
く
と
も
日
本
・
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
頃
ま
で
に
は
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
は
遣
唐
使
に

よ
っ
て
も
た
さ
れ
た
原
本
を
写
し
た
鈔
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
六
七
～
六
九
頁
）。
す
な
わ
ち
、

杜
嗣
先
と
同
じ
く
乾
封
年
間
に
『
乾
元
殿
頌
』
を
詠
ん
だ
王
勃
の
文
集
も
八
世
紀
初
頭
に
入
唐
し
た
日
本
遣
唐
使
に
も
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
35
）　
『
賓
退
録
』
は
宋
の
趙
与
時
（
一
一
七
四
～
一
二
三
一
）
が
賓
客
と
の
談
論
を
記
録
す
る
も
の
で
、
経
史
の
典
拠
を
示
し
た
注
釈
を
施
す
書
物
で
あ
る
。『
賓
退
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録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
）　

王
璐
氏
は
『
兔
園
策
府
』
は
明
の
時
に
ま
だ
佚
亡
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
王
璐
前
掲
論
文
「
敦
煌
写
本
類
書
『
兎
園
策
府
』
探
究
」。

（
37
）　

永
田
知
之
氏
は
「
早
く
は
初
唐
、
遅
く
と
も
中
唐
以
前
に
そ
の
原
型
が
著
さ
れ
、
更
に
改
編
を
経
て
上
層
階
級
に
ま
で
浸
透
し
て
い
っ
た
事
実
を
見
直
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
唐
・
五
代
を
通
じ
て
知
識
が
変
質
し
て
い
く
様
、
ひ
い
て
は
豊
饒
な
る
詩
文
が
生
産
さ
れ
た
背
景
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
か
く
て
得
ら
れ
た
視

座
は
、
文
学
自
体
の
研
究
を
進
め
る
上
で
も
、
今
後
極
め
て
有
用
だ
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
永
田
知
之
前
掲
論
文
「『
文
場
秀
句
』
小
考
」）。
確
か

に
、
歴
史
の
分
野
で
い
え
ば
唐
・
五
代
に
お
け
る
政
治
権
力
の
移
動
、
階
層
の
大
変
動
が
検
討
し
つ
つ
あ
る
が
、
文
学
・
知
識
の
流
動
に
よ
っ
て
も
唐
・
五
代
に

お
け
る
社
会
変
革
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・『
兎
園
策
府
』　

・
杜
嗣
先　

・
通
俗
童
蒙
書　

・
科
挙
試
験　

・
変
容


